


















要約:平成 5 年度に心身の不適応徴候のスクリーニングを目的とする調査検討を行なった

結果について報告した.琉球大学附属中と滋賀大学附属中で同時に調査を実施し,比較検討

したところ,全体の傾向は同様であった.また,沖縄本島の中学生に対する調査では,不適応

徴候の著明なグループは,悩みや身体症状の訴えが多くかつ深刻で,悩みと身体症状の関連

性が示唆された.不適応徴候のスクリーニングは,学校保健のなかで可能であると考えた.


